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【
昭
和
】

28
年
11
月　

加
積
郷
１
町
６
カ
村
合
併
に
よ
り
新
滑
川
町
発
足

29
年
３
月　

市
制
施
行

　
　

６
月　

市
章
制
定

31
年
６
月　

旧
山
加
積
村
の
一
部
（
本
江
・
小
森
・
田
林
・
東
福
寺

　
　
　
　

野
・
東
福
寺
）
を
編
入

32
年
２
月　

農
協
滑
川
病
院
完
成

　
　

３
月　

上
水
道
給
水
開
始

　
　

７
月　

滑
川
漁
港
（
高
塚
）
開
港

33
年
９
月　

統
合
滑
川
中
学
校
設
置
（
旧
滑
川
中
学
校
・
同
中
加
積

　
　
　
　

中
学
校
）

　
　

10
月　

第
13
回
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
・
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

競
技
を
開
催

34
年
12
月　

財
政
再
建
団
体
に
指
定
（
昭
和
42
年
に
解
除
）

37
年
４
月　

国
道
８
号
線
（
滑
川
区
間
）
改
良
工
事
完
成

38
年
１
月　

北
陸
地
方
に
豪
雪

　
　

６
月　

現
市
庁
舎
完
成

41
年
３
月　

７
農
協
合
併
に
よ
り
滑
川
市
農
業
協
同
組
合
発
足

　
　

６
月　

児
童
館
完
成
（
行
田
公
園
）

42
年
７
月　

国
鉄
滑
川
駅
改
築
完
工

43
年
３
月　

市
民
会
館
が
竣
工
し
、
図
書
館
オ
ー
プ
ン

　
　

４
月　

名
誉
市
民
に
石
坂
豊
一
氏
推
戴

44
年
７
月　

浜
加
積
・
早
月
加
積
小
学
校
を
統
合
し
た
東
部
小
学
校

　
　
　
　

校
舎
が
完
成

　
　

８
月　

豪
雨
に
よ
り
市
内
早
月
川
や
上
市
川
等
が
決
壊

47
年
12
月　

滑
川
海
岸
一
帯
に
高
波

48
年
３
月　

市
の
木
「
松
」・
花
木
「
つ
つ
じ
」・
花
「
菊
」
を
選
定

49
年
４
月　

長
野
県
小
諸
市
と
姉
妹
都
市
提
携

52
年
４
月　

西
部
小
学
校
開
校

　
　

７
月　

東
福
寺
野
自
然
公
園
オ
ー
プ
ン

54
年
８
月　

第
１
回
ふ
る
さ
と
古
代
神
ま
つ
り
（
現
ふ
る
さ
と
龍
宮

　
　
　
　

ま
つ
り
）
開
催

　
　

10
月　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
現
図
書
館
）
オ
ー
プ
ン

55
年
４
月　

中
加
積
・
山
加
積
両
小
学
校
統
合
、
南
部
小
学
校
開
校

　
　

12
月　

北
陸
自
動
車
道
滑
川
〜
富
山
間
開
通

57
年
４
月　

新
滑
川
警
察
署
完
成

59
年
６
月　

消
防
署
新
庁
舎
完
成

　
　

７
月　

北
海
道
豊
頃
町
と
姉
妹
都
市
提
携

60
年
６
月　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
（
体
育
館
・
弓
道
場
）
完
成

　
　

７
月　

み
の
わ
テ
ニ
ス
村
オ
ー
プ
ン

63
年
１
月　

環
境
庁
実
施
「
星
空
の
街
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
「
星
空
の

　
　
　
　

街
」
に
選
ば
れ
る

　
【
平
成
】

元
年
10
月　

本
丸
野
球
場
完
成

２
年
５
月　

浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成
、
公
共
下
水
道
供
用
開
始

３
年
７
月　

市
の
さ
か
な
に
「
ほ
た
る
い
か
」
を
選
定

５
年
３
月　

滑
川
中
央
線
全
線
４
車
線
開
通

　
　

９
月　

滑
川
中
学
校
新
校
舎
完
成
（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　

始
動
）

６
年
８
月　

全
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）開
催（
レ
ス
リ
ン
グ
・

　
　
　
　

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
）

８
年
４
月　

栃
木
県
西
那
須
野
町
と
姉
妹
都
市
提
携

９
年
７
月　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
シ
ャ
ン
バ
ー
グ
市
と
国
際
姉
妹
都
市

　
　
　
　

提
携

10
年
３
月　

ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン

　
　

10
月　

深
層
水
体
験
施
設
タ
ラ
ソ
ピ
ア
が
オ
ー
プ
ン

11
年
12
月　

ネ
ブ
タ
流
し
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

12
年
10
月　

と
や
ま
国
体
秋
季
大
会　

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・

　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
少
年
女
子
）
競
技
を
開
催

13
年
10
月　

早
月
中
学
校
新
校
舎
完
成
（
全
国
初
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

　
　
　
　

ン
ト
・
エ
コ
ス
ク
ー
ル
始
動
）

15
年
３
月　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
Ｎ
ｅ
ｔ
３
」
開
局

16
年
３
月　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
な
め
り
Ｃ
Ａ
Ｎ
ク
ラ

　
　
　
　

ブ
」
設
立

17
年
１
月　

海
洋
深
層
水
分
水
施
設
ア
ク
ア
ポ
ケ
ッ
ト
が
オ
ー
プ
ン

19
年
６
月　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

20
年
６
月　

環
境
省
選
定
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
行
田
の
沢
清
水

　
　
　
　

が
選
ば
れ
る

滑
川
市
55
年
の
あ
ゆ
み

祝　市　制　55　周　年

　

滑
川
市
は
、
昭
和
二
十
八
年
十
一

月
の
一
町
六
カ
村
の
大
同
合
併
を
踏

ま
え
、
翌
二
十
九
年
三
月
に
市
制
を

施
行
し
て
か
ら
こ
こ
に
五
十
五
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
市
が
歩
ん
だ
半
世
紀
は
、
豪
雪

や
水
害
、
或
い
は
寄
り
回
り
波
な
ど

災
害
と
の
闘
い
の
歴
史
で
あ
り
、
そ

の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幸
い
、

先
人
先
達
の
皆
様
を
は
じ
め
市
民
各

位
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
と
ご
尽
力
に

よ
っ
て
、
多
く
の
苦
難
や
試
練
を
乗

り
越
え
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
昭

和
二
十
九
年
度
の
当
初
予
算
は
総
額

二
億
七
千
八
百
五
十
万
円
で
し
た
。

平
成
二
十
年
度
は
総
額
二
百
十
一
億

七
千
万
円
で
、
正
に
隔
世
の
感
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
着
実
に
伸

展
を
続
け
て
お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に

喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
祖
先
か
ら
受
け

継
い
だ
愛
す
る
郷
土
「
滑
川
」
を
一

層
栄
え
あ
ら
し
め
、
や
が
て
子
孫
に

引
き
継
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
良
き
伝
統
を
育

み
、
止
揚
し
、
市
民
の
皆
様
の
市
政

へ
の
参
画
と
連
帯
の
絆
を
よ
り
深
め
、

新
た
な
決
意
で
更
な
る
市
勢
の
飛
躍

へ
向
け
て
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
方
に
は
、
一
層
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「未来に輝くまちづくり」にチャレンジ

滑川市議会議長　　砂 原 　 孝

新たな決意で更なる飛躍へ

滑川市長　　中 屋 一 博

　

滑
川
市
は
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
に

近
隣
七
町
村
が
大
同
合
併
、
翌
二
十
九
年

三
月
に
、
県
下
六
番
目
の
市
と
し
て
誕
生

し
、
こ
こ
に
五
十
五
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

先
輩
諸
氏
の
ご
尽
力
の
賜
と
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
本
市
が
た
ど
っ
た
五
十
五
年
間

の
足
跡
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
自
然
災
害
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、財
政
再
建
に
陥
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
豊
か
な
自
然

の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
、
先
達
の
英
知
と

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
中
新
川
地
域

の
中
心
都
市
と
し
て
着
実
に
発
展
を
続
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

  

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
市
税
の

減
収
や
国
庫
補
助
金
の
削
減
、
地
方
交
付

税
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
右
肩
上
が
り
の

歳
入
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推

し
進
め
、
事
務
経
費
や
人
件
費
等
の
削
減

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
福
祉
の
推
進
や

保
健
医
療
に
関
す
る
経
費
が
増
加
の
一
途

を
た
ど
つ
て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

  

議
会
と
し
て
も
、
次
の
五
十
五
年
を
見

据
え
、「
ふ
る
さ
と
滑
川
」
が
こ
れ
ま
で
に

培
っ
て
き
た
貴
重
な
経
験
と
教
訓
を
糧
と

し
て
、「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旧滑川市役所
国鉄滑川駅

なめりかわ音頭橋場
滑川劇場東福寺野自然公園

ほたるいか
ほたるいかミュージアム

ネブタ流し
市民交流プラザ


